
「第３回ビクター高柳会開会あいさつ」 

司会：藤本 正熙（ビクター高柳会幹事） 

 高柳先生の本日 1月 20日のお誕生日にあた

り、恒例の高柳健次郎財団主催の高柳健次

郎賞等の授与式等が午後に予定されており

ますが、３年前からそれに先立って我々ビ

クターに縁のあった者が集まる会合を開か

せていただいております。高柳先生はおそ

らく１１６歳目のお誕生日にあたられると

思います。我が国の電子産業の振興をリー

ドされ、また日本ビクターで我々ご指導を

いただいたこの先生の業績を記念して先生

自ら財団をお作りになって、若手の振興事業がまだ続いているわけでございますが、

我々ビクターで直接・間接ご指導いただいた者としてこの日に先生を偲び、また当時の

我々の経験を語り継いでいこうと、こんな趣旨で「ビクター高柳会」を開かせていただ

いているわけでございます。 

 今日はお二方のゲストスピーカーをお招きしてお話をいただくことにしております。ま

ず和田哲郎様でございます。和田様は日本経済新聞で高柳先生の「私の履歴書」の取材

をしていただいた方でございます。それからもう一方は、ビクターＯＢの町田豊隆さん

でございます。テレビの技術を引っ張ってこられた町田さんに往時のお話を伺う、今日

はこんな趣向でございます。そのあと引き続きまして、軽食をいただきながらみなさん

でいろいろお話をしていただく交流会を持たせていただいております。 

 それでは和田哲郎様のお話をお伺いいたします。和田様は日本経済新聞社におかれまし

て、エレクトロニクス産業の取材にあたられ１９８２年の産業部 次長・デスクの時代

に高柳先生の逗子のお宅に度々通われて、先生の「私の履歴書」の取材にあたられまし

た。この「私の履歴書」が、後のいろいろな先生の履歴をご紹介する時の貴重な参考資

料にもなっているということでございます。 

 本日は「私の履歴書：高柳健次郎 取材の想い出」ということでお話を賜りたいと思い

ます。よろしくお願いいたします。 

 


